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画僧白雲の作品について

太田和夫

まえがき

画僧白雲は，第28世の六郷本覚寺住職として秋Illに

赴任してきた。彼の業績は僧職としてではなくllllj家と

して後世に遺されているのである。

白雲作iinの特色は，真景図に最も見い出せる。彼の

真景図は，単なる江戸後期の伝統的な日本jllliではなく，

写生的態度をふまえた近代性をもつ。この写生lllljとも

いうべき真景図を生象出す背景には，白雲が桐Ill1の筆

法に熟達していることがあげられる。その熟達には，

諸国を巡雁し，多様な古lllljに接し研究したことが，大

きく影響しているのである。

このような白雲の特色を基底にすえ，去る11岬Ⅱse年

に行った美術部Fi^e笈展」の時の調在をもとに，秋

Ill県内にある作｢'illを分砿し，個々 に検li､lを加え縦告す

るものて､ある。

I)では，白雲のおいたちを既存の研‘先文|秋をもとに

述べ,[I)以降の作MM解!税の補助的な役削をもたせた。

白雲につ（､ては，出ﾉk地や幼少年期に不明な点が多し､。

この解lﾘjには，現段階では筆者の力が及ばず，今後の

追跡調査に期する。

Ⅱ)では,F禰画系のIll水画をまとめ論じ，Ⅲ)では，真

景図の特色を探り，Ⅳ)では，花鳥llll1.人物画など1満作

,'n',について述べる。

白雲作mm!,全11-1に散在してL､るが，本稿では，県

内に遺作する作MMの承を取りあげ，ノ>後叫4外に〃する

作,v,と比鮫検討の一助になれば幸L,である。

I白雲 の お い た ち

白雲上人は，良善教iと称L.法I謀逸響1)。雅号に

は，白喋のほか閑松m,mm蛾牛唯焔牛嬰，無心，

竹『職がある。

白雲のill'IZ及び幼少年l＃1につL､ては不|川だが，僧侶

として数ケ所の寺に勤めたことは判|ﾘlしている。その

経路をIllfiを追って述べてみよう。

I'l要は，まず寛政年間にI'lH松平家の内寺の住職と

なる。寛政6年に松平定信が幕府と中職をI聯し白河藩

を継ぐ。ここで，定信は白雲を重く用いるよ‘うにな0,

後の定信編纂するところの「喋古十種」に深く関係を

もつことになった。寛政12年には，東林寺が焼失する

にいた0,松平家は孟廟を常宣寺に移した。これとと

もに，白雲は22代|lの住職として|可寺を継いだ2)。の

ち文化3年には，常宣寺を隠退し，のち須n川十念寺

の第19世住職となった。かくして文化9年には，秋Ill

六郷木覚寺に入ることになる。その前に黒羽長生寺に

住したと伝えらｵlるが確証はない。また六郷本覚寺に

入る経緯については不明だが，秋旧藩9代佐竹義和の

「あずまの記」文化3年の項に白雲と会ったことが記

されていて，佐竹家との関係もいわれてきたが推測の

城を|||ない。

文化10年には，久保IllでI'l-lll式を行い東光Ill水覚寺

輔28111二住職に就fr-したのである。本覚寺は，もと栃木

lill皿寺の末Illで天台宗であったが，等騨上人の代に浄

I宗になる。この寺は，もと元本'堂村に喋光Ill本覚寺

とLてあり，慶長八年に佐竹義車が六郷に従し周辺の

寺を唯めた折，現在地に移った3)。

本覚寺では，僧職をつとめるかたわら1曲i僧として近

隣の美術愛好者と交友し，とくに大曲の富豪脅藤衆憐

とは組しかった4)。白雲過a中，衆憐蔵印のものがみ、

らﾉhる。

文政8ｲド''1喋は62歳をもってﾀ去するが，その前年

にCilIj〈y:¥Ⅱ善にi"j像Hを描かせてL､る°二れは，現在

も水覚寺にあり，白雲の婆をゑる布ができる。｜Ⅱ善は

当||､↑の洋風lillj家として有名であったか，このI'j像剛は

伝統的な筆法で,3厳に-Il'l'lいている（図1。款記には，

文政し年甲EH-〃閑松‘判'11人火撤謹画とあり，旧善と

の師弟|秘|係も'ﾘlらかとなっている5)。
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白雲の経歴におL､て，最も充実した時期は，‘附宣寺

時代に定信の信任を得た時であろう。その命によって，

南は九州，北は秋皿までi渦国を行|Ⅲ'し古美術を調在し

て歩いた。その折々に沿道の瓜景を写生し，その作i'll'l

が今日まで真価をみせている。

Ⅱ山水図

この項では南画筆法が色濃く反映しているIll水図作

MMを論ずる･県内に適されているこれらの作i'll'lの一部

を次にあげてみよう。

①水,';春望図紙本淡彩峰)82×(̂ 27cm(lUd)水

亭春望己ﾀE夏日写松'堂（印章)白文方印二噸墨痴

Iコ白雲両］

②悔花背房図扇面紙本府色乙亥冬日松常写印

章二噸

③'''水図扇面紙本着色文化丙｢夏he誤印章

二噸

④寒Ill白屋図紙本淡彩28×38.5窪Ill白屋向雲

朱文白雲

⑤Ill水図紙本淡彩:-!(.)×13庚辰四月写於に口白

雲朱文白雲

⑥'''水図紙本淡彩102×^s白雲朱文白雲

⑦富獄図絹木淡彩32×49白雲朱文方ru二噸

⑧富1週紙本淡彩11×60.8白雲写朱文方印二

噸白雲杜多無心

⑨富士図紙本淡彩58×83倉津眺望文化腹''二秋

日写白雲朱文方印Ill川之図口文方印「「「n

⑩椛村A.1-漁図紙本着色121×56梅村‘II}漁庚'1皇初

秋白雲造朱文方印白雲白文方印ロコ弟Ill

⑪Ill水図統本着色121×34松堂白雲白文方印白

朱文方印雲

⑫山水図紙本水堪38×57庚午冬'二l写法米家筆意

白雲白文方印二噸｜工1雲［。．

①の水亭春望図（凶2）は，同じ榊図のものが白雲

Jiii'll'l中の「図iIlll抜華Ill水1曲1石法全」（図3)に含ま

れている。この帖は白雲の粉本構成を証拠づける資

料である。作i'll'l内容は，淡墨のやわらかな線拙を主に，

白群と岱蒲をごく控えめに用いる。款記のI二逆による

と文政2年の作で|晩年に近い。同じく②の悔花!'；房IXI

も「図画抜華」中に書房悔花と題する同様のⅨlが収め

られている。梅花咲きほこる中に茅屋があり，高士が

いる。南llllj11｣水によくあらわれる図である。白雲はこ

の種の絵を，1舟めに応じ描き与えたと恩ｵつれる。先に

あげた12帳の作MMいずれもその性格が強い。自らｲi'llき

所持する粉本により，季節や好みの区I柄に合わせ櫛成

している。文化12年の作で，本覚寺に赴任して|柵1もな

く近隣にllllj僧の評判が広まっていたのである。

③の扇面||｣水図も，「図画抜華」にある図と|司工ｿ4

曲のもので，しかも⑤と⑥のIll水図と近似の構図と筆

致である。｜血1面中央に樹木をすえ，その樹木の拙法に

おいて③と⑤は「芥子園画伝」中に鬼られる三株llllj法，

⑥は五株llllj法の椛成で，描写は③と⑥は側筆が多く用

いられ，⑤は点葉と爽葉の2法を用いる。賦彩はいず

れも淡彩で，岱捕，草，白群，儲である。⑥の樹榊に

は朱が点じられ紅葉を表現しているかのようだ。制作

年は，③が文化13年，⑤が文政3年と款記があり，お

そらく⑥も同時期と推定できる。

⑦の富撤図は，絹地の保存状態が悪いが，天高<そ

びえる富士をIImm中央に大きくすえ，山麓にひろかる

湖と丘陵が捕かれ，小画面ながら雄大な富獄の描写に

成功している。⑧の富士図は，⑦と同じ樵図だが湖に

帆船を浮かべ情緒あるIll水図となっている。⑨の倉洋

から眺望した富士の図（図4）には，イゲ化の影群がⅡ’

ている。Illljlflj向って左前部に柵かれた家並と点峨人物

に奥への拡がりかぶられ，伝統的な深遠法とは違った

表現になっている。

⑩の悔村w漁図は，文化7年;iii)作で梅と岩の配inに

変化があり，色調は澄んでいる。

⑪の'''水m図5)は県内に適される作i'll'l中岐も秀

逸な作である。他の簡潔なIll水lllljに鮫べ拙き込みが強

く，多極の樹木，家屋，岩lllには|郡11筆法の粋を雌め

ている。また，光沢のある統本地を使い提のぼかしに

微妙な効果を与え，賦彩は透lⅢ感のある色調となって

画質をIW,めている。

⑫は「米家筆意」と款記にあるように，米点でIl'.'lか

れた水器Ill水図である。単なる米点Ill水におｵつらず，

小画面に広人なIll水空間を表現している。

以上，’''水凹作i'ii'i12幅について順次おってきたが，

白雲の作llllj上の推礎にあるのは，漢画とくに'何画の筆

法にほかならない。次に論ずる写ﾉ'31叉'にしても写ﾉ|言.を

重んじた作|咽であるが，筆致そのものは南画筆法であ

る。この伝統的な筆法に習熟していたからこそ，新し
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Ilh]僧「Iﾘﾐの作tinについて

い洋風lllljの感覚をとり人ｵ'るIfが']能であ0,また端

賞に耐えうる作mにすることがてきたと吟える。

Ⅲ写生図

’’1雲は，松平定信が柵纂した「雌,'lI柿」に参iiiijL

,渦|画を巡遊し，当代の行文塊をはじめとするllllj家虻ﾉ、

と交遊をもった。本覚』『所蔵の白斐辿Illlに妬水Ipl'lがあ

るが,mノリから九州にいたる古社#の'i,(物の妬水がm

付られI'l糞の行動範l〃1がｵﾌかる。この巡遊の際に,什

地の名勝をI'l坐は写生し辿している。彼が今II取上げ

られなければならない｣'Killは，まさにこの‘ゲ生図があ

るからなのて、ある。

筆者が接見した秋Ⅱ|ﾘI.内所在の写ﾉ|孔叉lは，「奥'M街

道砿久保ffl蒲内沿道風賊'ケノ'2帖」．水覚司1F戯の「真股

1帳」,̂ ,lll十八景」の三‘!､!．(て､ある。

「奥易}鼻}街道雌久保I1l滞内沿遊風於ヅノKilVi」は，乾｣'Il

2冊になっており，佐竹家旧蔵と伝えられる。内祥は

次のとおりである。

〈乾冊〉栗橋渡望日光|||図，古河松原朝II光Ill図′r

部宮松原望築波Ill図鬼怒川渡舟図尚述川城下人'1

図rI作Ill至干大田原途中図大Ill原城ド人口I叉l鯉

加1本陳後閑I,','-寮見鍋掛ma白Ill至干'1,Ill川途中図

上浅川図「|小坂不動'職1陵阿武隈川Ⅸl材木肖図渡

瀬僑図ill伏獄図自Ill形干天童途'I'村m天噛人

'-1図赤坂図院内山図神宮寺ﾙ}漉1文｜絵山脇不動

並瀧図（21図）

nil冊〉、'fiﾉ1道五輪合｜崎演望図傘f-l'眺判XI′｣､消

水茶屋よI)三蔵鼻見図新|兇l村天神社大川舟渡区’

三倉鼻6､天瀬川村眺望入内Ill追分illJ;0能代見ル11-

船番所より向能代眺望唐船番所より'〃鹿Ill眺望能

代住吉ⅨI八森不動瀧mi司不動よりｿmm見雛Ill

より下波打図糠山より僻村図'iifdmrm付岩屋

ｨ§動図白ﾉ卜村より切石村眺望荷上場より駕篭Ill眺

哩七倉天神6､'｣､繋むら一里渡眺望(1912

筆致は，全図を通して1脚|山1猫法，賦彩は淡彩で'ﾘ}る

い色調である。描かれている場所は，埼玉にはじまり

栃木，隔烏，宮城,¥li形，秋田である。秋川の場所は，

全44図の内22図で他よりIE倒的に多く，来秋してから

拙きあげたものと推定できる晩年に近い制作である。

作画上の空間処理に関しては，随処に透視図を念頭

においた抽写がある。顕著な例は，宇都宮松原望築波

iimme:上浅Ⅱi[ximmより下波打図である。ま

た，海片!:線の拡がりを巧みに表現している図に，三倉

鼻6､尺湘川村眺望図(W71唐船番所より|Al能代眺

望Ⅸimmより椿村図などがあげらｵ'る。いずｵ’も，

前|||より深奥を見る祝ﾉ､'rで，山水lllljの平遠深遠のh1i法

である。さらに烏倣図のような視点もある。

Il'l'lかｵ'た典休II'ﾉな対象には，形のよいIllやｷisil.海

岸線，ル}渡の光殻か多くあげられる。角|H1川のﾙl渡図

は，当時の風俗資料としても責敢である。

以上の‘ケノt図連作を，白雲がどのような意図で行っ

たかはｵﾌからないが,IEl群主佐竹家に旧蔵されていた

ことから，樵との関係も考えられなくもない。また，

ほぼ同時期に，「秋Ill風俗絵巻」を欽津勝孝が拙いて

いた0,那珂碧峯の「瓜俗間状溶」，そして菅i[真澄

の秋Ill紀行が存在L.寛政文化文政の頃の文化的な風

潮の所I〉rなのであろうか。

次に本覚寺所蔵の「真最帖」に移る。この真景帖は

昭耶1131年に秋川県の文化財に指定されているが内訳は

次のとおりである7)。〈（）内は筆者〉
碓氷|Ⅲ原ill村図2災批把久保望妙義Ill図（眼下に

笛吹illドを配し遠くに築波秩父妙義Illを望む図）浅間l｣｜

図問IK,弥湖l-<¥岐Hill川上流見桟道w岐IllH川下流見桟

道図iSiuii下流見桟道l叉｜岐mini噌流図寝覚渓図

小野瀧Ⅸl付婦一人糸馬三ﾉ壮馬在外岐岨山中前代ナ

ラスim此図兼平出城Ill古関嘘図関ヶ原地理El(

峠のⅨ1)近il伊吹Ill加l"i白山図’'1勝手村至1W展観

音図洲下大川Ill急流Ⅸ12葉摺針峠望琵琶湖m(

鏡Illf､|近の図）叡Ill要宿図詩仙堂図（詩仙'瀧の平

面図）京師図嵐lll渡月橋図臨川寺望法林乳叉l

奈良坂卒部婆石大内陵天武持統合葬俗称丸Ill図池

尻村怖Ill池仰鉄名俗称大石社又舟d卜云図石人口四

躯一石人前後割人形或二或三高三尺除図10葉。

全図通して，墨線主体の拙写で，後図巻にまとめる

ための写ﾉ|狸|であろう。簡l略な線でまとめ,g然最観

の縮区IともL,える。なかでも，噴仰をあげる「浅間II」

図｣(図8）烏倣図の｢京帥図｣は,広範朋な景観を実に要

領よく縮写している。ただひとつ木曽川の急流図(図9

）だけが異色で，急流の水面のみを接写している。流

れを表わす線の起伏が柔軟で，実写でなければ表現で

きない臨場感をもっている。

筆致は他の写生図と同じく南画の手法を用いている。
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二の項の岐後に「名IllI一八蛾図」を述べる。この十

八>'l¥は,fil,'｝に「陛下御巡幸之□’ﾘ]治卜円年御宿

!l'l屋主イ易l後|測脱鮒'村IjI膿諏苦」とあるようにiﾘ］

r>14年'ﾘ}治天皇か巡幸の際，天覧に供したものである。

その後，｛リト喋氏より所有が彫ったが，現在は卜・八賊の

|ﾉ11Ⅸ|が散|ｿくL171X1になってL，る。

Iﾉ11沢は，信渋浅inlllllXl信州御撤w野'Ⅱ|日光1ll図

州州二「Ill図Ill川大UllXl遠川秋葉Ill図駿)Ⅱ富I:

Mlfj}勢二見洲mof勢↑I戸04図紀州高野Il1図

近n:比叡iUNノ､}後天橘立ⅨI但島職賓図捕騰獅妓

澗Ⅸ1(liilliiKilMMllN伽後尾ノ血xim防室fl'.図であ

る。

この災剥又Iの特徴は，前述2種よ)もifJliM的筆致，

職葱が強く川ているところにある。Il'l'l線は級帝で，と

くに|||艇の扱いに気をmいでおり，色彩においては，

Illljlfl確体に僻締がかけられ，白雲写生Ⅸl中llllj質のyIな

る作i'll'lである。

〃糖|川処即には，遠近感がよく出ている図があり，「

"}勢#‘|-戸Ill凶」「(i馬I織賓図」(図10「周防宰横図」な

どがその好例である。前最に山，遠景に海と地平線を

拙ている。また,I噛蝿をあげる「信濃浅間Ill図｣(図11

）は水覚寺本の図とほぼH様で，おそらく本覚寺本が

粉本となっているものと考えられる。

さらに，点欺人物が配される図が多く，名勝風緊の

実ｲ|÷感がよく川てL､る°

以上3砿の真欺写ﾉ|ﾐIxlの作1山i上の特色をまとめてみ

ると，雅致は'何画の筆法によること，賦彩は淡彩て堪

線が主体になっていること，構図のとり方にi'4洋価1の

遠近法に近い要素があること，の3点がいえよう。

仏統的手法に腿盤をおきながら，空間構成に近代的

要素を含んでいる点で，白雲は近世洋風画人の一郭に

入る。

Ⅳ 諸作品

’'1雲は.Ill水図・写生図を得意としたが，この他花

鳥ⅨI,堪竹N.人物図なども拙き適している。ここで

は，これらの詣作i'll'lをあげ，作風について述べる。

①臓師図紙木嶋画淡彩今129×弓51.5cm(款記）

n;i門浮動H黄昏文化′|秋八月十又三日白雲（印章）

朱文白雲

②梅化lxI紙本水,緊1(11×37.5文化壬申秋日松

va'i蜜ケ朱文方印二噸I'l雲ｷ|多無心

③花鳥図紙水ｲ'l'色115×36白雲朱文白雲

④堪竹図紙水嶋Iiiij130×28.8堪擬朱文方印二

Wu'i婆祉多無心

⑤雛竹図紙ｲ報iiJij136×28怯蝋朱文白雲

⑥開凝寒雄図紙水j照pnj29×42[1雲朱文白雲

⑦松,とl叉l紙本jrf色松v:白文方印松唯

⑧竜之図細木ﾉ脚ilij109×35.4松唯白雲写朱文

ﾉJ印二噸I'l典祉多加心

⑨Ill}牧m紙水淡彩128×30瓢形邑人なる者の俳

賛mi'i烏彩も'i:川ﾉv.miﾉｸ池恥擬朱丈堪嬢

⑩袷仰lxl紙本淡彩7().5×26.5松‘判刷人写白

文方印松'v;

⑪七言i|i:詩諜紙水94×29m喪印章二蝿

「紘色､ド分j]ii-:i川穿縦水彩'Humsi蕊宮浄銀p1冷

|際'挙盤{.-;>玉席鮮幡畔哀!弗然唯上Hを華芥気満欄前

莫言|ｲﾘm感勉賞rr飲今↑'l又隔年J

臓梅mmmは，文化7^ド作で，樹林の筆勢，の

びきる枝のﾉj強いhIlftl,玉のような花の表現，背後の

樹木の淡』Iと，月を衆H1するI膿取I)など白雲の技術を結

集している。②の悔化図も網本に同様な拙写である。

③の花鳥図（図13は、この種の作としては県内唯

一のものである。芙祥の花とIll蝉の賦彩は白雲得意の

淡彩で，芦の雌を,I階に際を時折まぜ雌している。櫛図

は，川蝉と災祥を三ft形で結び，芦の葉の繁みを向っ

てｲ1中央から左下へまとめ，中央から左上に高くのび

た芦をIl'l'lく。安定感のある閥;iに変化をゑせてし､る。

Ml,竹ⅨI3i幅は,li法がほぼIll)様である。竹のⅨlにつ

いては，かつて''1笈が大仙､!fを訪れ，寺の所蔵する絵

を桃写したことがあ')，その大仙寺の所有物に竹図が

含まれていることが,1ﾉ4村貞氏の調在で判明している8)。
葉はﾉ↓』の濃淡で炎し，幹の線Il'l'lはよどみなく墨竹画

法の手本のようである。

竜図(18114)は,e妻作i'll'l中災色の類で，墨雲渦巻

くIl』に金泥で龍がｲI'llかれている。聡の'賊しや濃淡で雲

の流れを表現し，鵬と金と対比が鮮かである。

帰牧wは，恥凝然紋で筆致からしても若いころの制

作と推定できる｡柴を背負った馬と牧人を描き,俳句賛

の意と融合している｡筆致は四||茶派に通ずるものがある。

拾得図は,1m面の傷みが激しく補筆されておるが，

白雲の人物l山iはり皆|ﾉ1では少なく尚重である。
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iiiilfCii'i喋の作,Viについて

‐上言律詩の書蹟は，リ,↓内では文書類を除いては唯一

の作で，端麗な行書の雅跡はI'l墾絃I!m作i'll'lの紋,拙の飛

跡にjmずるものがある。

以上!満作については，純粋な鑑賞lllljとしてh'i'lいたも

のだが，花鳥図・蝋梅I叉|で述べたように，技法I秀れ

た点がゑられ，白雲のIlhj家としての資質をうかがえ_る・

あとがき

白斐の絵llllj作nrili,本稿で取り上げた他，まだまだ

県|ﾉ1には存すると思うが，ここでは調在途次での諭述

に終る。また，白雲遺i'll'lに，本覚寺の彩絵方，小lﾉq家

の文jjf街料，図画抜華破法Ipl'lなど興味深い街料が

AO,これらの検討を加えなければならない。

白雲上人については，火正六年平福百穂がtitに紹介

L.11/1(1120年には美術山家|ﾉﾘ村貞が「日本初Ⅲl作lllljの

研究」を上梓し，その中でrgj僧白雲とその'ゲノl-WiS

について」を論述している。本稿はこのI町村m文に拠

るところが多いが，県内の作i1ll'lについては，新しく紹

介するものも入れた。

各作i'll'l解説には，多分に私見が出ているかも|_れな

L,が，大方の叱声をいただければ幸いである。
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画僧白雲の作i'll'lについて

図11信濃浅間山図
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